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第１章
ヴァンデの反乱と女性の集団行動
―ルソー的視座からジャコバン独裁期における
　　　　　　　　　　　　　　　ヴァンデの集団行動を捉え直す―

鳴子　博子

第２章
秘密法廷の小説とフランス革命
―ベネディクテ・ナウベルト『ウナのヘルマン』（1788）の
　　　　　　　　　　　　　1790年代における評判とその背景―

亀井　伸治

第３章
南進する男女の「大東亜共栄圏」建設
―拓士のフィリピン経験と南進女性―

大久保由理

第４章
日本における女子大学の発展可能性への期待
―アメリカの取り組みと成瀬仁蔵の思想から
　　　　　　　女子大学のリベラルなコア・バリューを考える―

青木　裕子

第５章
戦後中央大学の女子学生
―その学びと課外活動と―

奥平　　晋

第６章
女性蔑視の構造
―フェミニズム理論,ジェンダーの検証―

三船　　毅

第７章 アイスランドにおける女性ストライキの形成要因 塩田　　潤

第８章
自律と言論
―個人主義的自律から関係的自律へ―

金　　　慧

第９章
「子どもを持つ権利」はあるか
―生殖のリベラリズム批判―

原　千砂子

第１０章 フランスにおける人工妊娠中絶をめぐる動向 藤野美都子

ジェンダーと政治,歴史,思想の交差点
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